
学校番号 214 

令和 2年度 理科 

教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 啓林館「科学と人間生活」 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

身近な科学現象を通じて、科学技術がいかに自分たちの生活に役立っているのか、

今までの理科の学習を踏まえて、その原理と現象について深く考え、その科学技術を

発見し、また現在利用し続けるためになされている努力について知り、その恩恵にあ

ずかっていることを知ってほしい。 

２ 学習の到達目標 

自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術が人間生活に果たしてきた役割につい

て理解する。身近な事象・現象に関する観察・実験などを通して，科学技術の発展と

人間生活とのかかわりについて理解を深める。科学の基本的な概念や原理・法則を学

び，科学的な見方や考え方を養う。科学に対する興味・関心を高める。科学技術の在

り方について市民が意思決定するために必要な，科学的な知識，能力，態度を身につ

ける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技

能 
d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

私たちの生活を豊

かにする身近な科

学技術の発展につ

いて関心をもち，意

欲的に探究しよう

とする。 

科学技術が人間生活

にもたらしてきたこ

とや，科学技術の未

来について考察し，

考えを表現してい

る。 

身近な科学技術の

例を参考に，最新

技術の情報収集や

展示会の見学など

を行い，それらの

科学技術のしくみ

を理解するととも

に，内容を記録，

整理している。 

身近な科学技術の

例を通して，科学技

術の発展が今日の

生活を豊かで便利

にしてきたことや，

社会の変化に影響

を与えてきたこと

を理解し，知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

探究活動の記録、発

表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発

表 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にま

とめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

序
章 科学技術の発展    ○ 

d.科学技術の進歩・発展を，情報・通信

技術を例にして，人間生活に果たしてき

た役割を学ぶ。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

目
に
見
え
る
光
の
世
界 

光のスペクトル 

○ 

 

 ○ ○ 

 

a.身のまわりの光や色に興味・関心をも

つ。 

c.太陽光のスペクトル観察をする。 

d.光の波長とスペクトルとの関係につい

て理解する。 

さまざまなスペクトル 

○  ○  a.光と色の関係についての興味・関心を

高める。 

c.さまざまな光源のスペクトルを分光器

で観察する。  

光の 3 原色と 

物体の色 

○ 

 

○ 

 

 ○ 

 

a.物体の色がどのようにして生じている

かについて，光の 3 原色や人の視覚と関

連づけて理解する。 

b.このことがカラーテレビなどに応用さ

れていることを理解する。 

d.物体から目に届く光には透過光と反射

光があることや，色を感じるしくみにつ

いて理解する。 

光
の
進
み
方
と
そ
の
基
本
的
性
質 

光の進み方とその 

基本的性質 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a.プールや風呂の底が浅く見えることな

どの現象に興味・関心を高め，その原理

について理解を深める。 

b.異なる物質の境界面で光が反射・屈折

するときの法則を理解する。 

c.油の中でガラスが見えなくなるなどの

現象に興味・関心をもち，それらを実際

に確かめ，理解を深める。 

d.全反射について理解し，水中から静か

な水面を見上げたときの見え方などの現

象に興味・関心を高める。 

光の回折・干渉 
   ○ d.光が，回折と干渉という波特有の性質

をもつことを理解する。 

２
学
期 

光の偏光 

○  ○ ○ a.その技術がペットボトルの品質管理な

どに応用されていることへの興味・関心

を高める。 

c.偏光板を用いた実験ができる。 

d.光の偏光について理解する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 



見
え
な
い
光
と
そ
の
応
用 

見えない光の種類

とその性質 

○ 

 

 

○  

 

 

○ a.電磁波の性質とその利用に興味・関心

をもつ。 

b.電磁波という広い概念を考えることが

できる。 

d.可視光線や赤外線，紫外線，電波，X

線などの関係を理解する。 

定期考査 

 

赤外線と紫外線 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

a.赤外線の性質とその利用（リモコン，

サーモグラフィー，データ通信など）に

ついて興味・関心を高め，理解を深める。 

b.リモコンや携帯電話などで，赤外線を

調べる。 

c.紫外線の性質とその利用（蛍光インク

や殺菌など）および生物への影響などに

ついて興味・関心を高め，理解を深める。 

d.ブラックライトを当てて，紫外線に反

応する物質を調べる。 

電波と X 線・ガン

マ線 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a. X線やガンマ線の性質とその利用につ

いて興味・関心を高め，理解を深める。 

b.放射線の一種としての X 線とガンマ線

の生物への影響について理解する。 

d.科学技術のあり方について判断するた

めに必要な，科学的な見方，考え方，態

度を身につける。 

熱
と
は
何
か 

原子・分子の熱運

動 

○ 

 

 

 ○ ○ 

 

 

a.私たちがくらしのなかで利用する熱の

性質に興味・関心をもつ。 

c. ブラウン運動を観察する 

d.原子や分子の熱運動と温度との関係を

定性的に理解する。 

温度 

 ○  ○ b.原子や分子の熱運動というミクロな立

場を考えることができる。 

d.物質の三態変化や絶対温度について理

解する。 

熱の伝わり方 

○ ○  ○ 

 

a.金属を触ると冷たく感じる理由など，

熱に関する身近な現象について興味・関

心を高める 

b.熱の伝わり方を考えることができる。 

d.熱の伝わり方には伝導，対流，放射が

あることを理解する。 

  

熱量と比熱 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a.水の比熱が大きいことと人間生活との

関連などについて興味・関心を高める。 

b.熱量，熱容量，比熱について理解し，

熱を定量的に扱えるようにする。 

d.また，理解を深める。 

 

  

熱量の保存 

 

 

 ○ ○ 

 

c.金属の比熱を測定する。 

d.熱量の保存について理解する。 

学習状況 

探究活動 



３
学
期 

熱
と
人
間
生
活 

熱エネルギーと力

学的エネルギー 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

・私たちのくらしのなかでのエネルギー

の利用について興味・関心をもつ。 

・力学的エネルギーから熱エネルギーへ

の変換について理解し，熱現象とエネル

ギーの関係について考える。 

・力学的エネルギーを熱エネルギーに変

える実験を行う。 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

ほかのエネルギー

から熱エネルギー

へ 

○ ○ ○ ○ 

 

a.電子レンジの原理や化学カイロのしく

みなどについて興味・関心を高める。 

b.エネルギーについて概念的に施行する

ことができる。 

c.電流による熱の発生実験を行う。 

発熱反応と吸熱反応の実験を行う。 

d.電気エネルギーや化学エネルギーから

熱エネルギーへの変換について理解す

る。 

熱エネルギーから

ほかのエネルギー

への変換 

○ 

 

  

 

○ 

 

 

a.回生ブレーキや，ハイブリッドカーな

どの新しい省エネルギー技術についての

興味・関心を高める。 

d.熱機関とその熱効率，および熱現象の

不可逆性について理解する。  

冷たいものから熱

いものへと熱を移

動させるには 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a.エアコンや冷蔵庫などのヒートポンプ

の原理についての興味・関心を高める。 

b.そのほか熱の物理現象を利用した身近

なものを考え出すことができる。 

d.また、理解を深める。 

エネルギーの有効

利用 

 ○  ○ b.限りあるエネルギーを有効利用するた

めの科学技術のあり方について，自分た

ちで調べたり話し合ったりする態度を身

につける。 

d.太陽エネルギーの特徴とその利用につ

いて理解し， 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内

容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


